
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校には、県内で唯一手話部があり、各種大会やイベントなどでの

発表を通して、手話の習得・普及を目指して活動しています。全国手

話パフォーマンス甲子園には、6 年連続全国大会に出場し、第 1 回大

会全国優勝・第 2 回と第 6 回は大会審査員特別賞・第 4 回大会鳥取

県聴覚障害者協会賞を受賞しています。手話部は施設へ訪問し、利用

者の皆様と手話歌による交流も行っています。在校生の中には、手話

部にあこがれて、本校に入学した生徒もいます。（現在部員は 29 名、

衛生看護科も健康福祉科もどちらの生徒もいます） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

田鶴浜高校衛生看護科から看護師になるのと、大学の看護学科
へ進学して看護師になる場合の違いをお知らせします。 

健康福祉科の卒業生が医療系の資格「看護師」、「理学療法士・
作業療法士」として働いている理由をお知らせします。 

“田鶴浜高校の学び”として、今年度は「言語活動の充実」
を重点項目に揚げて、様々な取組が行われています。七尾市
内中学校出身生徒の入賞結果を紹介します。（出身中学校） 

石川県では、平成 30 年に「手話言語条例」が制定され、手話に

対する注目が高まっています。手話部の活動をお知らせします。 

〒929-2195 石川県七尾市上野ヶ丘町 59 番地   ☎ 0767-68-3116 FAX 0767-68-2351 

http://cms1.ishikawa-c.ed.jp/~taturh/NC2/htdocs/ 

 就職状況・進学状況、就職後の給与・キャリアアップ等、本校卒と大学卒では全く差はあり

ません。病院の管理職の方にお聞きすると「病院就職後の実績を評価するので、どこの学校を

卒業したかは関係ない」とのことです。田鶴浜高校の卒業生は２年早く二十歳で国家試験を受

験できます。看護師国家試験８年連続全員合格は、全国トップクラスです。 

 高校 1 年生から、医療に関係の授業を基礎から受けて介護福祉士国家資格を取得します。卒業後に、

大学や専門学校へ進学した生徒によると、医療の知識が身についているので 6 年間でダブルライセンス

を取得できたそうです。教育系学部に進学した卒業生は、県内外で福祉や特別支援学校の先生として活

躍している先輩もいます。ちなみに、衛生看護科からも教員（看護科教諭・養護教諭）になることがで

きます。本校衛生看護科では、4 人の先生が本校出身です。 

いしかわ介護フェスタ（手話歌） 

○第３９回折口父子記念短歌大会 

 秀 逸   ３年 横山 絢音（中島中） 

 佳 作   ３年 伊藤 開人（七尾東部中）他２名 

○第３回石川県小中高生短歌大会 

 最優秀学校賞 石川県立田鶴浜高等学校 

 準特選   １名 

佳 作   ２年 相田 美和（七尾中）他１名 

○読書感想文コンクール自由読書の部 

優 良   ３年 守友 ゆう（朝日中）他２名 

○男女共同参画に関する川柳の作品 

 優秀賞   １名   入選  ２名 

○第１５回「新聞読んで」感想文コンクール（裏面で紹介） 

 最優秀賞 ２年 桶谷 礼愛 

 優 秀 賞 ２年 石川 菜友（七尾中） 

○第２６回新聞配達に関するエッセーコンテスト 

 入 選   １名  

○第３９回 児童・生徒俳句大会 

 特 選   １名 

佳 作  １年 佐野 夢佳（七尾東部中） 

      ３年 石本 雅（御祓中）他１名 

○令和元年度坪野哲久文学奨励賞 

 短歌の部 金賞、銅賞、佳作各１名  

俳句の部 銅賞１名、佳作２名 

○和元年度 家庭の日「川柳コンクール」 

 佳 作   ３名 

○白山ふるさと文学賞 

 白山市ジュニア文芸賞 千代女部門 

 高校生の部 特選  １名 
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《北國新聞提供 令和元年 11 月 15 日(金)朝刊》 


